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地域や保護者の方々のお力添えをいただき、それによつて充実した授業や行事がひとつひとつ大切な礎や思

い出となり、子どもたちは今年度の学習を終えようとしています。千小コミュニティロスクールがスタートして早2

年。千小ならではの歩みを進め、子どもたちが自信をもって中学校、そしてその先へと巣立っていけるようこれ

からも活動を続けていきます。今年度もご理解とご協力ありがとうございました。

千小スマイルガーデン活動報告

4年生

花の植え替え

6年生

しめ縄飾り作り

12月 に緑の少年団が花の植え替えを行いました。花の色とバランスを地域の

方々に見てもらいながら、立派な花壇を完成させました。千小の顔となつてみん

なを出迎えてくれます。
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お正月を迎えるためのしめ縄作り。今回も下準備から当日の製作まで、地域の方

のお手伝いのもと、子どもたちはそれぞれの自信作を完成させて、年神様を迎える

準備が整いました。
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102年生

昔のあそび

全校

感謝する会

竹とんばやだるまおとし、けん玉など今の子どもたちにはなじみの薄い音のあそ

び。昭和のベテランさんがその腕前を披露してくれました。練習すれば上達するとこ

ろは今の遊びと通じるところがありますね。

こちらは児童会の行事ですが、1年間お世話になつた地域の方々をお招きして、感

謝する会を開きました。コロナでしばらくリモートでの開催でしたが、今年は体育館に

集まり、猛獣狩りをして一緒に遊びました。心温まる、とても素敵な会となりました。

第3回 学校運営協議会 開催

2月 21日 、今年度最後の学校運営協議会でした。事前に子どもたちが授業を受ける様子を見学し、委員それぞれ

の感想を述べあい、学校評価アンケートの結果から見えてきた今の子どもたちの現状について話し合いました。

◆ 与えられた課題から、どういうことを調べないといけないのか、どう考えたら正解にたどり着くのか、基本的なも

のの考え方が重要。昔に比べて、教材も先生の教え方も変わつてきている。

◆ 千小には素直で良い子が多い。これから中学、高校へと出ていつた時に、困難に立ち向かえるかどうか。

◆ 私語は慎めと言われた時代と違い、わからないところがあれば隣の子にちょっと聞くことができる。そんな雰囲

気が良いと思う。

◆ 学年が上がっていくにつれて、教室の雰囲気が変わっていったように感じた。引き締まつたように思う。1,2年
生もあと数年経つと成長していくのだと楽しみに思う。

◆ 子どもたちだけでな〈、保護者、地域、そして教職員にも笑顔があふれる学校づくりを。

◆ 学校が楽しいと答えている児童が85%。 今の学校では、一人一人に合つた学習、それぞれの居場所があるこ

とが求められる。そこを大事にしながら、95%へ上げていけるように。

◆ 時間の経過とともに新しい人や世代が増えて<れればと思う。活動を幅広く知ってもらい、関心を持つてもらえる
ようにしなければならない。学校再編に伴い、千小の残された時間は限られている。


